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船山哲郎
秋田公立美術大学景観デザイン専攻助手

「北高跡地」という空きスペースを、
どう利用するか

小杉　能代市畠町の旧鴻文堂空き店舗スペースを利
活用し、高校生を中心とした若者の居場所に変えよ
うという「能代街なか資源再活用プログラム研究」
プロジェクトに、令和元年度からこのメンバーで取
り組み続けています。その関わりのなかで、県から
能代市が譲渡を受けた旧県立能代北高校跡の広大な
空き地があることを知りました。能代のまちを一望
できるような見晴らしのよい高台にある広大な敷地
が、能代駅のこんなにもすぐ近くにあるなんて！と
驚いたことを覚えています。ご案内いただいた能代
市役所の方には、この土地に公共施設をつくり、中
心市街地活性化の起爆剤にしたいと考えていること

や、再活用のための基礎調査業務に取りかかる予定
であることなどをお聞きしました。その話のなか
で、さまざまな団体や庁内各課からの要望案なども
出てはいるものの、それらを足し合わせた複合施設
にするだけでよいのかというような不安もお持ちの
ようでした。現在さまざまな課題を抱える能代市と
して、今まで通りの計画プロセスを踏襲するだけで
は未来につながるプロジェクトはできるのだろう
か、という悩みのように私は受け止めました。

発注者と受託者ではなく、一緒にプロ
ジェクトをつくるパートナーとして、
通常の開発案件とは違うかたちに

小杉　その後、能代市の方とやり取りをするなかで、
今回の基礎調査を民間の建設コンサルタント会社で
はなく大学に依頼することは可能なのかどうか尋ね
られました。私からは、もし大学で取り組むのであ

れば、民間がする一般的な、想定された機能・規模
の建築を前提とした基礎調査ではなく、プログラム
開発をするところから能代市と一緒に時間をかけて
取り組むことができると申し上げました。発注者と
受託者というよりは一緒にプロジェクトをつくる
パートナーとしての関わり方が可能だし、そうした
開発プロセスからは通常の開発案件とは違う新しい
ものが提案できるのではないかと思ったからです。
このような経緯があり、秋田公立美術大学に北高跡
地利活用基礎調査業務の依頼をいただき、このプロ
ジェクトが始まりました。ただ、そうは言ったもの
の、最初は具体的な利活用のアイデアはなかなか浮

かびませんでした。

新しい跡地利用の考え方を

井上　「北高跡地」は駅に近く、周辺よりも地盤が
高い。簡単にまちのランドマークになれるような土
地のポテンシャルがあるなと思いました。ただ、小
杉先生と同じように、僕も具体的なアイデアが出て
こなかった。用途を限定する厳しい前提条件がある
わけでもないので、やろうと思えば何でもできちゃ
う。それがこれまで決定的な整備方針が打ち出され
てこなかった理由のひとつなのかなとも感じまし
た。僕は建設コンサルタント会社にいたことがあり
ますが、土地利用の検討手法は、ある程度定型化さ
れている部分があると思います。ただ、そういった
手法を北高跡地に用いてもうまくいくイメージが湧
かなかった。この場所では、新しい跡地利用の考え
方を見つけないと難しいのではないかと。そういっ
た意味では、基礎調査を大学として実施する意義は
あると思います。北高跡地の現況を考えると、大学

という研究機関にとって十分チャレンジのしがいの
ある案件だなと感じます。能代市からはそういった
ことも期待されているのだと思いました。

起爆剤ではなく、将来につながる
持続可能な何かをここで

船山　僕は生まれは能代市で、3歳ぐらいまでしか
住んでいませんでしたが、年に数回は能代にある祖
母の家を訪れていました。小学校の高学年の時に
は、盛岡から電車に乗って遊びに行ったこともあり
ました。電車で能代駅に着いて、祖父が迎えに来て
くれて散歩した時に、そういえばここに高校があっ
たなという記憶があります。
北高跡地は本当に駅から近いし、いい場所ではある
のですが、跡地自体にノーアイデアの雰囲気が漂っ
ているなと思います。中心市街地活性化の起爆剤で
はなく、将来につながる持続可能な何かがここでで
きるといいなと思って先生方と一緒に考えていまし
た。更地になってから実際に行ってみて寂しい気持
ちにはなりましたが、北高跡地から景色を眺めたこ
とがなかったので、むしろ新鮮に見えました。

公共施設の延床面積を35％～50％
減らさなければ維持できない

井上　このプロジェクトを始めるにあたって、まず
北高跡地に関連する計画の整理を行いました。する
と能代市の公共施設は、財政上2047年までに床面積
を35％減らさなければならないことが分かりまし
た。公開されている報告書には、現状のままでは

50％減らさなければいけないが、それでは行政サー
ビスが急激に低下するので、維持管理費を下げる工
夫をした上で35％減らさなければならないとはっき
り書かれています。これは我々にとって、かなりイ
ンパクトのある数字でした。多くの公共施設を削減
しなければいけない状況で、何か新しい施設をつく
ることができるのかと。少なくとも何かをつくるな
らば、その時はつくる意義を多くの人が納得して、
決意をもって進めないといけない。そういった気運
を醸成しながら有効なスキームを導き出すには、そ
れなりの時間がかかるのではと思いました。能代市
の関連計画を見ていて自然とそういう思いになりま
した。

戦略的な未来への投資で
時間をかけて、まちを変える

小杉　今までの文化施設は、基本的に税金によって
維持管理されてきました。しかし今後は、そういう
やり方は難しくなる一方です。だとすると、その施

設はお金を儲けるようなものであるか、あるいは未
来への投資となるような施設でなければならないと
思うのです。最近では、民間の蔦屋書店とスター
バックスが併設された公共の図書館のように、お金
を稼ぐ公共施設もあります。そういうかたちで、実
際に飲食や店舗が売り上げていく。あるいは長期投
資として、人材を育てるという考え方もあるかもし
れません。その施設で育った人材が、将来能代でま
た何かを生み出していく仕組みがもしできれば、市
としては最大のリターンです。このような未来への
戦略的な投資という視点がとても重要だと思いま
す。本来、文化施設とはそうした役割を担っている
ものでもあったはずなのですが、そこをきちんと意
識したいという話をしています。

井上　やっぱり「人」が重要なんですよね。今回、
参考になりそうないくつかの事例について現地調査
を行いましたが、そこで印象に残ったのが、小さな
プロジェクトを積み重ねながらまちが変わっていく
姿でした。厳しい状況下でも、時間をかけて話し
合って、やる気ある人が増えていくと確実にまちは
よくなっていくんだなと勇気をもらいました。

施設ではなくプロジェクトとして、
そこで活動を展開する

船山　井上先生の調査結果を見た時に、能代市には
市民の生活に必要なほとんどの施設があると思いま
した。市民の要望に応えて足し算的に新たな施設を
北高跡地につくるイメージだったと思うんですけれ
ども、結局、要望って消費されてしまう。現在ある

文化施設がうまく維持されていない背景には、過去
の要望に応えるかたちで整備されたものの、今はも
うそれが消費されてしまい、そしてただ老朽化が進
んでいるということがあるのではないかと思いま
す。そういうことではなく、要望と要望の隙間に根
を張っていくような感じの持続的なこと。施設とい
うよりはプロジェクトとして、何かがそこで展開さ
れるべきだろうなと思いました。

「教育」をテーマにした仕組みと、
あらゆるものを集めた博物館

小杉　美術館や博物館のような施設の場合、開館当
初には集客力があっても、来館者はどうしてもだん
だん減っていきます。ですので、集客動員数を目指
すのではなく、「教育」というテーマを絡めてプロ
グラムがつくれないか。子どもはもちろん、高齢者
がそこで教えたり、学んだりできるような、いろい
ろな世代が「教育」というテーマで関われるような
仕組みをつくれないかと。とにかく能代に関するあ
らゆるもの、歴史も自然も文化も人も、フラットに
全部集めた博物館のような施設ができたら素晴らし
いよね、という話をしていました。

井上　今言われた博物館のイメージは、誰もが何か
しら居場所を見つけられる施設として考えている側
面もあり、この場所に相応しいのではないかと思い
ました。北高跡地に必要な施設や機能を住民に聞い
たアンケートがあるのですが、その問いに「当面は
そのまま維持」と答えた人が一定数います。そもそ
も北高跡地のことをよく知らない人もいると思いま

す。北高跡地がまちの起爆剤になるとしたら、北高
跡地に期待していない人も巻き込んでいけるような
場をつくりあげる必要がある。そんな考えから、今
は、まず北高跡地に対してより多くの人に関心を
持ってもらえるようなことをしなければいけないの
ではと思っています。

船山　北高跡地で起こる何かが全員に影響するとい
うよりは、中心市街地に影響を与える何かが北高跡
地で起こることで、それがじわじわ時間をかけて外
側にも影響を及ぼしていく。それによって能代全体
が少しだけ活気づくとか、何か新しい活動をする人
が増えるとか、そういうことのほうが大事なのかな
と思います。

プロジェクトを継続していくこと、
思考を続けていくこと

井上　今回提案した「思考継続型プロジェクト」は、
段階的な議論を積み重ねて出てきたアイデアという
わけではありません。実際は、どのような施設がい

いのかという議論が行き詰まったときに、ほぼ雑談
のようなミーティングのなかで「つくりながら考え
る」というアイデアが浮かび上がってきました。こ
れに限らず、考えに考えて、ふと力が抜けた時に何
かがひらめくって、結構あることだと思います。こ
れから実施するワークショップでも、行き詰まるこ
とがあるとは思いますが、そこで無理に結論を出す
のではなく、行き詰まっていることを受け入れるこ
とは実は大切なことなのかなと。結論ばかりを追い
求めるのではなく、北高跡地について思考すること、
そのこと自体を利活用のひとつとして捉えたい。そ
んなプロジェクトを継続していくことで、ある時に
みんなが「これだ！」と思える瞬間があるのではな
いか。そうなるまで、このプロジェクトは続けてい
きたいですね。

船山　市民と並走する姿勢というのが大事なのだと
思います。今回、敷地図を整理したり、ドローンを
飛ばして撮影したりして感じたことなんですが、北
高跡地は能代の深い位置にあって、そこで人の流れ
とか、水の流れとかをイメージしてアプローチし続
けていくと、何かのタイミングで全体に派生する何
かが起こるじゃんないかと、期待感を持てる土地だ
と思います。10年とか20年の長いスパンで見なが
ら、長いスパンだからこそあまり気張ることなく一
緒に並走してゴールを探す。ゴールは見つからない
かもしれないけれど、ビジョンを共有して並走し続
けることができたら、そこに可能性があるのではな
いかと漠然と思っています。

北高跡地をどうするかから、
能代をどうするか、
どういうまちにしたいか

小杉　令和３年度から始める市民参加のワーク
ショップでは、北高跡地をどうするかはもちろんで
すが、それをきっかけとして能代をどういうまちに
していくのかという議論を深めていかざるを得ない
でしょう。能代の産業のことや交通の未来について
も、合わせて議論することが必要になるかもしれま
せん。自分たちのまちの未来を考え、つくっていく
ための、楽しくて真剣なワークショップとなるよう
に、私たちも並走したいです。

能代北高跡地利活用基礎調査は、秋田公立美術大学
の景観デザイン専攻が業務にあたりました。メン
バーは小杉栄次郎（業務代表）、井上宗則、船山哲郎。
業務のコーディネートはNPO法人アーツセンターあ
きたの田村剛が担当しました。
秋田公立美術大学は、令和元年度から中心市街地の
空き店舗、空き家、空きスペースの今後の可能性を
探る実証実験「能代街なか資源再活用プログラム研
究」に取り組んできました。これは、大学、能代市、
地域の企業が連携して、かつて本屋として親しまれ
た旧鴻文堂を高校生をはじめとする若者の居場所に
生まれ変わらせるプログラムです。能代市と秋田公
立美術大学が連携してプログラムを進行していくな
かで話に上がったのが、更地となった「北高跡地」
についてでした。
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井上宗則
秋田公立美術大学景観デザイン専攻准教授
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資として、人材を育てるという考え方もあるかもし
れません。その施設で育った人材が、将来能代でま
た何かを生み出していく仕組みがもしできれば、市
としては最大のリターンです。このような未来への
戦略的な投資という視点がとても重要だと思いま
す。本来、文化施設とはそうした役割を担っている
ものでもあったはずなのですが、そこをきちんと意
識したいという話をしています。

井上　やっぱり「人」が重要なんですよね。今回、
参考になりそうないくつかの事例について現地調査
を行いましたが、そこで印象に残ったのが、小さな
プロジェクトを積み重ねながらまちが変わっていく
姿でした。厳しい状況下でも、時間をかけて話し
合って、やる気ある人が増えていくと確実にまちは
よくなっていくんだなと勇気をもらいました。

施設ではなくプロジェクトとして、
そこで活動を展開する

船山　井上先生の調査結果を見た時に、能代市には
市民の生活に必要なほとんどの施設があると思いま
した。市民の要望に応えて足し算的に新たな施設を
北高跡地につくるイメージだったと思うんですけれ
ども、結局、要望って消費されてしまう。現在ある

文化施設がうまく維持されていない背景には、過去
の要望に応えるかたちで整備されたものの、今はも
うそれが消費されてしまい、そしてただ老朽化が進
んでいるということがあるのではないかと思いま
す。そういうことではなく、要望と要望の隙間に根
を張っていくような感じの持続的なこと。施設とい
うよりはプロジェクトとして、何かがそこで展開さ
れるべきだろうなと思いました。

「教育」をテーマにした仕組みと、
あらゆるものを集めた博物館

小杉　美術館や博物館のような施設の場合、開館当
初には集客力があっても、来館者はどうしてもだん
だん減っていきます。ですので、集客動員数を目指
すのではなく、「教育」というテーマを絡めてプロ
グラムがつくれないか。子どもはもちろん、高齢者
がそこで教えたり、学んだりできるような、いろい
ろな世代が「教育」というテーマで関われるような
仕組みをつくれないかと。とにかく能代に関するあ
らゆるもの、歴史も自然も文化も人も、フラットに
全部集めた博物館のような施設ができたら素晴らし
いよね、という話をしていました。

井上　今言われた博物館のイメージは、誰もが何か
しら居場所を見つけられる施設として考えている側
面もあり、この場所に相応しいのではないかと思い
ました。北高跡地に必要な施設や機能を住民に聞い
たアンケートがあるのですが、その問いに「当面は
そのまま維持」と答えた人が一定数います。そもそ
も北高跡地のことをよく知らない人もいると思いま

す。北高跡地がまちの起爆剤になるとしたら、北高
跡地に期待していない人も巻き込んでいけるような
場をつくりあげる必要がある。そんな考えから、今
は、まず北高跡地に対してより多くの人に関心を
持ってもらえるようなことをしなければいけないの
ではと思っています。

船山　北高跡地で起こる何かが全員に影響するとい
うよりは、中心市街地に影響を与える何かが北高跡
地で起こることで、それがじわじわ時間をかけて外
側にも影響を及ぼしていく。それによって能代全体
が少しだけ活気づくとか、何か新しい活動をする人
が増えるとか、そういうことのほうが大事なのかな
と思います。

プロジェクトを継続していくこと、
思考を続けていくこと

井上　今回提案した「思考継続型プロジェクト」は、
段階的な議論を積み重ねて出てきたアイデアという
わけではありません。実際は、どのような施設がい

いのかという議論が行き詰まったときに、ほぼ雑談
のようなミーティングのなかで「つくりながら考え
る」というアイデアが浮かび上がってきました。こ
れに限らず、考えに考えて、ふと力が抜けた時に何
かがひらめくって、結構あることだと思います。こ
れから実施するワークショップでも、行き詰まるこ
とがあるとは思いますが、そこで無理に結論を出す
のではなく、行き詰まっていることを受け入れるこ
とは実は大切なことなのかなと。結論ばかりを追い
求めるのではなく、北高跡地について思考すること、
そのこと自体を利活用のひとつとして捉えたい。そ
んなプロジェクトを継続していくことで、ある時に
みんなが「これだ！」と思える瞬間があるのではな
いか。そうなるまで、このプロジェクトは続けてい
きたいですね。

船山　市民と並走する姿勢というのが大事なのだと
思います。今回、敷地図を整理したり、ドローンを
飛ばして撮影したりして感じたことなんですが、北
高跡地は能代の深い位置にあって、そこで人の流れ
とか、水の流れとかをイメージしてアプローチし続
けていくと、何かのタイミングで全体に派生する何
かが起こるじゃんないかと、期待感を持てる土地だ
と思います。10年とか20年の長いスパンで見なが
ら、長いスパンだからこそあまり気張ることなく一
緒に並走してゴールを探す。ゴールは見つからない
かもしれないけれど、ビジョンを共有して並走し続
けることができたら、そこに可能性があるのではな
いかと漠然と思っています。

北高跡地をどうするかから、
能代をどうするか、
どういうまちにしたいか

小杉　令和３年度から始める市民参加のワーク
ショップでは、北高跡地をどうするかはもちろんで
すが、それをきっかけとして能代をどういうまちに
していくのかという議論を深めていかざるを得ない
でしょう。能代の産業のことや交通の未来について
も、合わせて議論することが必要になるかもしれま
せん。自分たちのまちの未来を考え、つくっていく
ための、楽しくて真剣なワークショップとなるよう
に、私たちも並走したいです。

能代北高跡地利活用基礎調査は、秋田公立美術大学
の景観デザイン専攻が業務にあたりました。メン
バーは小杉栄次郎（業務代表）、井上宗則、船山哲郎。
業務のコーディネートはNPO法人アーツセンターあ
きたの田村剛が担当しました。
秋田公立美術大学は、令和元年度から中心市街地の
空き店舗、空き家、空きスペースの今後の可能性を
探る実証実験「能代街なか資源再活用プログラム研
究」に取り組んできました。これは、大学、能代市、
地域の企業が連携して、かつて本屋として親しまれ
た旧鴻文堂を高校生をはじめとする若者の居場所に
生まれ変わらせるプログラムです。能代市と秋田公
立美術大学が連携してプログラムを進行していくな
かで話に上がったのが、更地となった「北高跡地」
についてでした。
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公共施設は市民へ何かしらのサービスを提供するために整備されるものであり、それ
は昔も今も変わりません。近代以降に整備された日本のほとんどの公共施設は、行政
主導で都市計画上の役割が明確に与えられた上で整備され、そこでの市民の立場は、
サービスを享受する側というものでした。成長経済の只中ではそれが当たり前（と思
い込んでいた？）で、なんとかやってくることができたわけです。しかし、「縮小の
時代」である現在、拡大経済成長路線時代のやり方で公共施設を持続させることは、
財政的にも人材的にも困難であることが明らかです。

ではどうするか。

答えは簡単ではありませんが、今言えることは、現在のまちの状況を今後変えていく
には、ここ数十年来かけて固定化されてきた公共事業の決定プロセスを見直す必要が

あることと、行政と市民の協働による公共施設の運営やサービスの在り方を模索せざ
るを得ないだろうということです。「自分たちの未来に本当に必要なものは何か」を、
市民が議論する時間を増やし、実証実験なども含めた試行錯誤を経た上で公共事業の
計画を進めることができれば、市民に愛される持続可能な文化と交流の公共施設が立
ち現れる可能性は限りなく広がることでしょう。

市民と行政が一緒に未来を思考する創造的な場を、北高跡地利活用の計画プロセスに
組み込めるかどうかが、従来型の公共施設を超えるための重要なポイントです。自分
たちのまちのよりよい未来を考えることは楽しいことですし、そのイメージを多くの
人と共有することができれば、ここで何をすべきかが見えてきます。これはまさに市
民協働によるクリエイティブなまちづくりです。北高跡地利活用を考えることを契機
に、能代のまちの未来を、より具体的に描いてみましょう。（小杉栄次郎）
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